
 

             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

一町田地区 

ととと   ききき   令令令和和和元元元年年年   

777 月月月２２２111 日日日(((日日日)))   
とととここころろろ   河河河浦浦浦小小小学学学校校校グググラララウウウンンンドドド   
 

■バザー（１２：００～） 

虫追いだご、杉ようかん、かき氷ほか 

■イベント（１４：００～） 

旗竿競技、餅投げ、虫追い音頭・河浦音頭 

■行列（イベント終了後） 

河浦小学校から一町田橋まで 

主催：一町田地区振興会   共催：一町田虫追い祭り保存会 

事務局：一町田地区振興会（一町田地区コミュニティセンター内）  TEL / FAX 0969－76－0380 

フフフォォォトトトコココンンンテテテススストトト同同同時時時開開開催催催！！！   
写真は、昨年のフォトコンテスト、 

最優秀作品です。（井上信明さま撮影） 



 

 

一町田八幡宮虫追い祭り 

起源としては、はっきりした記録はありませんが、伝承によると寛永年間(西暦1630年)頃、この地 

方に害虫が大発生し、稲作はもとよりすべての作物が草木に至るまで全滅の状態であったそうです。こ 

れを見かねた日頃から信神深い一老婆が、さっそく氏神に赤い絹布を奉納し、数日間退散の祈願をし、 

その絹布をいただいて田畑の害虫を追い払ったところ、不思議にもその地区の害虫は一瞬にして退散し、 

難を逃れたと言われています。その時の赤い絹布が現在の吹き流しという虫追い旗に形づくられたとい 

われています。  

当時、村の指導者は、この虫追い旗の立追行事をすることによって、村の若者達の志気を鼓舞する手 

段としたそうです。戦前は、氏子の各組々から旗を奉納し、２０から２５本くらいも勢ぞろいし、裏山 

の緑をバックに五色の旗の吹き流しが色鮮やかに映えて、鐘と太鼓のはやしで行っていましたが、現在 

は数本の旗を残すだけとなりました。旗となる吹き流しの布は長さ2m50cm、幅30cmで絹布を使用 

しなるだけ軽くしてあり、色も５色として一本の旗竿に２０から２５枚をつけています。旗竿は真竹を 

使い長さは15ｍから20ｍもあります。一本の竹で足りないときは継ぎ足しています。 

明治時代には、各戸から一枚ずつ絹布を奉納していましたが、中には娘達が若い男達に対する慕情か 

 ら精魂込めて織られたものもあったということです。重さも３０kgから４０kgはあると思われますが、 

片手で軽々と持ち上げることができるのは、微風に旗の布がはためくと浮力が生じ軽くなるということ 

で、科学的に考えられたものといえます。 

例年、虫追い行事は、まず一町田八幡宮で祈願祭を済ませて葛河内十五社宮で虫おこし祭を執り行い、

虫追い旗が河浦小学校運動場に集合します。立追行事で小学校を出発し、一町田橋で川祭を行い解散する

ことになっています。 
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一町田橋

河浦小学校

天草市河浦支所

馬場橋

一町田コミセン

一町田川

Ｐ

愛夢里
Ｐ

Ｐ

Ｐ

国道３８９号

駐車場
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